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～矢田山中のフィールドで、 

実際の事故対応を体験します～ 

2016 年 5 月 8 日（日） 
 

奈良県勤労者山岳連盟主催◆本会：例会山行 3 

「登山者のための事故対応講習会」第３回 

  講習フィールド：矢田山   （担当：杉川） 
３６０度の大パノラマをゆっくり皆で楽しみましょう！！ 

例会山行１▲布引山地《経ヶ岳》８１９ｍ 

●2016 年 5 月１５日（日）   [L：橋本/緊連：   ] 

 
【集 合】上牧町役場前駐車場  ＡＭ７:３０発 

【コース】細野ルート登山口～穴倉分岐～経ガ峰頂上～穴倉ルート～めなし地 

蔵～登山口      
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高見山地の北端、風格のある大きなドーム状の山へ！！ 

    例会山行２▲室生火山群最奥地《学能堂山》１０２１ｍ 

●２０１６年５月２２日（日）   [L：島崎/緊連：   ] 
 

【集 合】上牧町役場前駐車場  午前７時００分出発 

【コース】歩行時間約４時間 

杉平林道終点～県境尾根～学能堂山頂上～小須磨峠～神末上村 

～東禅寺              《歩行時間約４時間》 
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西大和山の会 カレンダー 
 

  5 月   6 月 

１ 日  １ 水  

２ 月  ２ 木  

３ 火  ３ 金  

４ 水  ４ 土  

５ 木  ５ 日 ◆クリーンハイク 二上山（辻） 

６ 金  ６ 月  

７ 土  ７ 火  

８ 日 ◆教育山行 矢田山（杉川） ８ 水  

９ 月  ９ 木  

１０ 火  １０ 金  

１１ 水  １１ 土 ◆教育山行 金毘羅山（藤本） 

１２ 木  １２ 日  

１３ 金  １３ 月  

１４ 土  １４ 火  

１５ 日 ◆例会山行１ 経ヶ峰（橋本） １５ 水  

１６ 月  １６ 木  

１７ 火  １７ 金  

１８ 水 西大和つうしん原稿締め切り １８ 土  

１９ 木  １９ 日 ◆教育山行 釈迦ヶ岳～孔雀岳（島崎） 

２０ 金  ２０ 月  

２１ 土  ２１ 火  

２２ 日 ◆例会山行２ 学能堂山（島崎） ２２ 水 西大和つうしん原稿締め切り 

２３ 月  ２３ 木  

２４ 火  ２４ 金  

２５ 水 室内例会（PM7:30～） ２５ 土  

２６ 木  ２６ 日 ◆例会山行２ 五大山（田中悦） 

２７ 金  ２７ 月  

２８ 土  ２８ 火  

２９ 日  ２９ 水 室内例会（PM7:30～） 

３０ 月  ３０ 木  

３１ 火     
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山行・行事等参加メモ 
 

入

会

順 
 

4/27 
室内例会 

5/8
矢田

山 

5/15 
経ヶ峰 

5/22 
学能

堂山 

    

1 （窪田）         

2 都築         

3 藤井         

4 （石田）         

5 多賀         

6 田中悦         

7 島崎    L     

8 田中初         

9 村田         

10 林         

11 辻         

12 勝尾         

13 藤本         

14 杉村         

15 高橋         

16 玉越         

17 杉川  L       

18 阪口         

19 橋本   L      

20 今井         

21 亀高         

22 松浪         

23 亀井         

24 船江         

25 野路         

26 中         

27 杉森         

 合計         

 緊急連絡先         
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山行報告 

県連ハイキングリーダー学校 教育山行  

 雪山歩行 越美：（取立山 1310m） 
 

【日 程】３月２５日「金」夜～２６日「土」 晴れ   

【参加者】L 中武（奈良労山）･杉川･今井･橋本･亀井（5 名） 

【ｺｰｽﾀｲﾑ】駐車場(６：１０)～登山口(７：２０)～昼食(９：０５／５２)～取立山 

(１０：２５)～P１３８３（１１：２５／４７）～取立山（１２：４３ 

／１３：０７）～ティタイム（１３：００／４５）～登山口 

（１４：２５） 

  

 2 月上旬予定の雪山歩行を、私のインフルエンザで 3 月に延期して頂き、ハイ

キングリーダー学校の雪山歩行を、本日行うことに成った｡ 

 冬季登山用駐車場で仮眠と朝食を摂り、いこいの森を登っていくとキャンプ場が

ある。勿論アイゼン無しでピッケルを使った山行。滑らないよう気をつけて歩いて

行くと登山口に出た｡ここまで来るとたっぷり雪が有る。後方からスキー板を担い

だ男性が足早に登っていく。私たちはルートファインティングしながら歩く。途中

でリーダーの N 氏と S 氏と別れて、女性 3 人でピッケルを使って直登をくり返

し、体力は使うがかなり良い体験が出来た。リーダーと合流し快晴の下ゆったりと

昼食を摂る。  

 目前にピークが見える。取立山であれとの願い空しくニセピークで、かなり長い

吊り尾根の後、取立山に到着。東尾根分岐を大長山方面に向かうが「踏み跡のない

新雪の所を歩くように」との指示に従って、とっても良い雪なので、自分なりに道

を探して歩くもかなり疲れる。P1383 にたどり着く。真っ白で雄大な白山、大長

山、赤兎山、経ケ岳、大日岳等々壮大な景色をたっぷり楽しんで、名残惜しいが折

り返す。 

 分岐をコツブリ山方面に取り、取立平に有る避難小屋を眺め､その先にある水芭

蕉群生地が有ることを確認。護摩堂峠方面も、コツブリ山から尾根出合い方面も、

雪が少ないとの情報で取立山へピストンして下山する。 

 暖冬の中たっぷりの雪山を選んで下さったN氏やスタッフの方々に感謝しつつ、

リーダー学校での 1 年色々教えて頂き有り難う御座いました。 （記：亀井） 

       

山行報告 
 

六甲の山 ≪蓬莱～塩尾寺≫ 
 

【日 程】２０１６年 ４月 ２日（土） 晴れ 

【参加者】奈良労山：４名 西大和：３名 

【ｺｰｽﾀｲﾑ】蓬莱峡にてアイゼン・ピッケル訓練（10-12：30）-昼食（12：30 

／50）～近畿自然歩道（16：30）～塩尾寺（17：10） 

  

蓬莱峡にてアイゼン・ピッケル訓練 
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・地面に足をまっすぐ下ろすフラットフィッティング 

・山側にエッジを効かせてトラバース気味に登る 

・つま先を蹴り込みフリクションを効かせて登る 

・前傾姿勢で滑りながら下降する 

・急斜面でのピッケル２点（ピックとシュピッツェ）支持 

・ブレード部分で足場を作る 

・トラバース時にシュピッツェを壁に刺し支えにする 

 

 昼食後は各々１２～２０ｋｇの荷を背負いアイゼンを履いて、塩尾寺を目指す

歩荷訓練を行う。（５０代女性 12ｋｇ ６０代男性 14ｋｇ ５０代女性 12.5

ｋｇ ６０代女性 12ｋｇ ３０代男性 20ｋｇ ３０代女性 13.5ｋｇ） 

大谷の沢沿いを南東に進み、途中で南西に方向を変えて車道に上がる。車道を

少し歩いてから近畿自然歩道の縦走路に入り、塩尾寺まで下りるコースを想定し

ていた。 

出発してすぐ、大きな岩が現れる。アイゼンの爪を効かせ慎重に登る。時間は

かかったが全員ロープなしで自力で登ることができた。沢沿いを進み、南西に上

がる地点をやり過ごしてしまった。小屋があった場所の花壇の向こうが正しいル

ートだったと思われる。沢を何度か渡り堰堤を過ごしテープを探しながら進む。

沢を越えてすぐ戻る場所もあり、「渡った先にテープがないなら対岸に戻っている

かもしれない」可能性を考えておかなければならない。テープが絶対とは言いき

れず頼りすぎてはいけないが、誰かが確かに通ったことの証拠であるのでテープ

の続きを手分けして探す。 

最後の堰堤に上がると、かすかに車のエンジン音が聞こえた。尾根の先に空が

見える急登を登った先の広いピークは、地図上５４６ｍの北東にあるピークであ

ると考えられる。ここでもテープを見失ったが、ひとつ前のテープに戻り手分け

して探してひも状の印を発見し先に進んだ。斜面の下に縦走路を確認。それを歩

く人の笑い声が聞こえてきた。踏み固められた広い縦走路は、アイゼンを外して

下る。岩原山の分岐を過ごし、兜山や宝塚の町を眺めながら歩き、塩尾寺まで約

４０分かかった。塩尾寺で暫く休憩し、歩荷訓練の荷を下ろしてからは宝塚駅ま

で満開の桜を見ながらゆっくり下山した。          

 

【ヒヤリハットなど】 

・大谷に沿った南東の道から、南西への方角を変えるポイントを見過ごした。 

・ルート確認を一人で行かせてしまった。 

・大谷の沢を対岸に渡ってすぐまた戻るということに考えが及ばず、対岸の先ば

かりにテープを探して進んでしまった。 

 

【注意点・今後気を付けること】 

・分岐やチェックポイントだけでなく、こまめに方位を確認する。 

・道迷いをした時ほど、記録がおろそかにならないよう集中する。 

・堰堤の数を数えてメモをとる。 
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・地図によっては「崖」の印がないものがある。道迷いの時には、通るルートだ

けでなく周囲の地形の把握が役立つ。できるだけ地形の分かりやすい地図を用意

しておく。                        （記：玉越） 

 

山行報告 

自主山行 

金剛山地：ダイヤモンド・トレール 

《二上山～紀見峠》 

 

【日  程】４月 ３日（日） 曇り 

【参加者】Ｌ辻・SL島崎・田中悦・阪口・橋本・今井・亀高 

【ｺｰｽﾀｲﾑ】傘堂(5:40発)～二上山・馬ノ背(6:18/6:23)～竹ノ内峠(6:51)～平石峠

(7:38/7:43)～岩橋山～(8:20/8:25)～葛城山(10:11/10:20)～水越峠

(11:08/11:14)～金剛山・一の鳥居(13:03)～ちはや園地(13:18/18:32)

～久留野峠(14:03/14:07)～千早峠(14:54/14:58)～行者杉

(15:30/15:34)～杉尾峠(15:53)～タンボ山(16:06)西ノ行者(16:18)～山

ノ神(16:57)～紀見峠(17:11)～紀見峠駅(17:43着) 

 

二上山から紀見峠までの、ダイヤモンド・

トレールを歩きました。 

今年の夏山縦走の体力を試すために、挑戦

しました。 

「最後まで歩き通せるのか?」という少しの

不安と、「最後まで歩くのだ！」という強い

意思をもって、まだ薄暗い傘堂を出発。桜が

満開の馬の背からダイトレに合流して、はる

か彼方に見えるゴールを目指して歩きました 

 岩橋山の登りでは、覚悟はしていたが長い

登りの階段に苦労しました。 

いつの間にか女性陣が先頭に立ち、全体を

引っ張って行く元気な姿には驚きました。 

葛城山の登りも金剛山の登りも嫌な階段が

続きましたが、みんな黙々と登り、予定通り

金剛山の一の鳥居に到着しました。 

ちはや園地で遅い昼食をとり、元気を取り

戻して紀見峠までの後半に挑みました。 

紀見峠までは多少のアップダウンはあった

ものの、比較的快調に歩く事が出来ました。 

全員予定通りに歩けたとはいえ、12時間の

山歩きはさすがに疲れましたが、このコースを踏破できた事は、大きな自信につ

ながりました。 
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ゴールの紀見峠駅に付いた時は、足は棒のようになっていましたが、もうこれ

以上歩かなくても良いという安堵感でいっぱいでした。 

疲れました。本当に疲れましたが、それ以上の充実感と達成感を味わう事が出

来た山行でした。 

 そして、改めて女性の皆さんの パワーに圧倒された山行でした。 

（記：辻 ） 

 

山行報告 
 

   公開山行  

    室生山系《 鳥見山 734.4m～貝ケ平山 821.7m》 
 

【日 程】４月 10 日(日) 薄曇り  

【参加者】CL 勝尾・A 班 L 林・SL 杉村・辻・坂口・亀高・高橋・野路 

     B 班  L 藤本・SL 藤井・田中悦・田中初・今井・松波・中 

C 班 SL 多賀・島崎・村田・橋本・亀井・杉森       

(会員 21 名・一般 8 名 合計 29 名) 

【ｺｰｽﾀｲﾑ】榛原駅北口(9:15)～鳥見山公園(10:20/10:45)～鳥見山(11:24)～ 

貝ケ平山(12:15/13:00)～鳥見山(13:36)～鳥見山公園(14:00)～ 

榛原駅着(14:58)       歩行時間休憩含まず 約４時間 

  

 昨年 11 月の公開山行は残念ながら雨で中

止となった。今回は薄曇りではあったが、春ら

しい暖かい日となり、榛原駅９時に集合。会員

21 名・一般の方 8 名の参加者があり、班分

けを 3 つにして歩き出す。賑やかで、楽しい

山行になりそう。 

 榛原駅から歩道を西に歩き、２つ目の大き

な筋を右に曲がる。住宅地を北北西に進むと

165 号線があり、それを超えてしばらく進む

と登山口が見えてきた。 

 登山道を進むとやがて、鳥見山公園の入り口にかかり、第一展望台がある。登っ

てみると満開の桜がとても美しい。さらに公園内を進むと「勾玉の池」があり桜が

水面に写っている。後ろの山々には山桜が沢山咲いている。 

春爛漫!! なんと美しい光景でしょう!! 

 公園で暫し、春を楽しみ、休憩の後、第二展望台に上る。薄曇りだが展望は良く、

二上山や葛城山、金剛山の山並みが見える。又秋に公開山行予定の音羽三山などが

見える。展望台をあとにして北に進み、鳥見山を目指す。針葉樹の森や笹が生えて

いる。アップダウンを繰り返し鳥見山に着いた。展望はなく、又アップダウンを繰

り返し、貝ケ平山へ。貝ケ平山の手前では可なり急登になり、A 班におられた一般

の方も苦慮されておられた。貝ケ平山で昼食。大所帯の今日は少し狭く感じる。 
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 昼食後、ピストンなので来た道を引き返す。下りは激下りとなり滑り易いので慎

重に下り、鳥見山公園を経て榛原駅に午後３時前に到着、解散となった。 

一般の参加者の方も居られたので、何事もなく無事山行が終わられた事に安堵した。 

                              (記：野路)     

 

山行報告 
 

自主山行 

京都西山《小塩山：おしお》６４２ｍ 
 

【日 程】日程 ４月１２日（火）晴れ 

【参加者】Ｌ島崎・橋本・中・村田 

【ｺｰｽﾀｲﾑ】阪急京都線・東向日駅（10：01）…阪急バス・東向日駅発（10：12） 

－南春日町着（10：34）…大原野神社（10：46）…登山口（南） 

（11：02）…舗装道路合流（11：21）・（11：47）炭の谷（12： 

25）…昼食（12：45－1：27）…Ｎの谷（1：40）…御陵の谷（2： 

00）…下山開始（2：25）…登山口（北）（3：33）…南春日町発バ 

ス〈４：０５〉 

 

雨の合間の幸運な一日、カ

タクリの花を求めて、京都市

の西方へ。ＪＲ，阪急、満員

のバスと乗り継いで到着した

終点は神社・仏閣が点在する

花につつまれたのどかな里山

だった。 

立派な佇まいの大原野神社

に立ち寄り、京都縦貫道の高

架を抜けると、ほどなく頑丈

な防獣ネットのある登山ゲー

ト。 

しばらくは杉の木立につつ

まれたゆるやかな山道、沿っ

て流れる川を左右に渡り、最後に鉄板橋で左岸に渡ると川筋とはなれ、とたんに急

登が始まる。山を大きく迂回している舗装道路に何度かであい尾根筋にでると、名

残の山サクラともみじの純林？、秋はさぞみごとな紅葉がみられそう。 

“西山自然保護ネットワーク”の人々が守りつづけている４つのカタクリの保護

地区がある。そのうち、炭の谷、Ｎの谷、御陵の谷で斜面を紫におおうカタクリの

花を観ることができた。〈保護地区をはずれると、まったく見られない・・なぜ？〉 

ネットワークのパンフレットに興味深い記事があったので、拝借。 
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「落葉樹林は縄文時代から薪炭林として利用。谷ごとに伐採しますが十数年で再生

（萌芽更新）.これが照葉樹林化を阻止しカタクリやギフチョウの生育環境を守っ

てきたのです。近年は炭焼きがなくなり、暗い森になってきました。これは里山の

生物にとって危機です」 

「カタクリの種も、ギフチョウの幼虫が食べるカンアオイ類もアリが散布するんで

す」 

 

これで花の谷が明るく開けていること、“炭の谷“のいわれも、昼食時腰かけたコ

ナラの丸太がやたらゴロゴロしてるわけがわかった。白いかたくりにも出会い満足

まんぞく。 

天皇陵あたりで三角点探したがとうとう見つからなかった。 

下山は御陵道をとり、バス停まで一気に下った。 

初恋・寂しさに耐える・が花言葉だそう。なんともいとおしい花ですね～   

（記：村田） 

 

山行報告 
 

                 自主山行                                         

大峰：地蔵峠～百貝岳～西行庵    
 

【日 程】4月１６日（土） 晴れ 

【参加者】L 藤本、島崎、亀高、杉村、野路、中、今井  

【ｺｰｽﾀｲﾑ】地蔵峠８：５７～鳳閣寺９：３２～百貝岳１０：１０/３０～ 

 西行庵１１：３０/１２：２０～青根が峰１２：４８/１３：００～ 

金峰神社１３：２２/１３：３０～鳳閣寺１４：３５～鳥住集落１５： 

００～地蔵峠１５：１３ 

 
１７日の教育山行が荒天予報

で中止になったが、この時期な

らではのコースと急遽１６日の

自主山行になった。 

昨年の県連「広域捜索訓練」で西

大和が置いた４か所の捜索目標

物（黄色テープ）A（沢の分岐）、

B（西行庵手前）、C（槙尾道分

岐）、Ｄ（百貝岳山頂直下）を探

しながら奥千本を目指し、花見

を楽しむ山行。 

自主山行といいながらも本年度

HL 学校を受講しているく N さんは先頭で地形図・コンパスで確認し、時にはＬ・

Ｆさんに現在地を質問されたり、アドバイス受けながら歩く。百貝岳山頂では休憩

後２０分程、D の捜索時間が取られたが残念ながら発見出来なかった。百貝岳を下
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り、槙尾の分岐の C も見つける事無く、奥千本へと向かう。西行庵に近づくと多

くの花見の人で賑わっていた。西行庵前の桜の木陰で花見しながら昼食。食後 L・

F さんが外されていたと目標物 B を持って来られる。 

西行庵を後に満開の桜と花吹雪を楽しみながら青根ヶ峰から金峰神社へと向かい

奥千本から槙尾分岐まで下って来て再度 C の捜索、暫くすると S さんが発見、そ

の間にも N さんは地形図で現在地の確認に余念が無い。槙尾の分岐を過ぎ西へ暫

くすすむと地形図に無い山道を歩いていると K さんからの GPS 情報、地形図の

山道よりかなり山頂近くの山道を歩いていた。鳥住を目指したはずが鳳閣寺に出

た。鳳閣寺からも急な細い道を下り、地形図に無い新しい道路で切断された道を皆

で確認しながら歩き鳥住集落に出る事が出来た。ここもしだれ桜等が満開で春爛漫

の景色だった。鳥住集落から地蔵峠までのアスファルト道は長かった。 

（記：今井） 

 

 山行報告 
 

奈良県連女性委員会主催 県連女性交流山行    

        丹波の山： 《 向山 》 
 

【日 程】４月１７日（日）雨後曇 

【参加者】西大和：藤井、今井、（奈良労山４名、こぶし１２名、奈良ＨＣ８名 

     山楽会１名）  

【ｺｰｽﾀｲﾑ】水分かれ公園１０：２５～観音堂１０：４５～三の山１１：３０～向山 

１２：４０/１３：１０～蛙子峰１３：５０/１４：００～清水山１４： 

３０～天狗岩１５：３０～水分かれ公園１６：００ 

 

荒天予報で他の山行が中止される中、少々の雨でも決行と強気の女性委員交流山

行に雨の中の山行を覚悟して臨む。王寺駅を出た時は降っていた雨がだんだん小降

りになり、空も少しずつ明るくなってきて、水分かれ公園に着く頃には止んでいた

参加者２７名の女性の思いが天に届いたようだ。 

念の為に雨具とスパッツを着けて観音堂の登山口に移動し、３班に分かれ、班ごと 

に自己紹介をした後、ストレッチを済ませ、Ａ班を先頭に予定時間の約１時間遅れ

で出発した。当初、３班は時間を置いて出発の予定だったが荒天予報の為、途中引

き返す事を考慮して２７名が連なって歩く事なる。Ａ班のＬを仰せつかり先頭を 

歩く。Ａ班のメンバーは、こぶし４名、奈良ＨＣ２名、奈良労山２名。 

観音堂の登山口を入り、いきなりの急坂。雨後で滑り易くなっている山道を出来る

だけゆっくり歩く。私の後を歩かれたこぶしの３名の方は創立時からの会員さんで

山歴４０年との事。今もアルプスに行かれてると聞く。途中から風が強くなり枯れ

木の落下に頭上を注意しながら歩く。三の山を過ぎた辺りからヒカゲツツジが現

れ、四の山から向山へのヒカゲツツジのトンネルが現れると皆大喜びだった。向山

で風を避けて遅めの昼食を摂る。天候次第で向山からのピストンも考えられていた

が予定通りの山行が出来た。低山ながらアップダウンが多く、岩稜有り、奇岩有り

で、ヒカゲツツジ、三つ葉ツツジも楽しめる山だった。     （記：今井） 
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 室内例会だより 
 

【日 時】2016 年 3 月 27 日（日）14：30～16：05 事務所 

【出席者】都築、藤井、多賀、田中悦、島崎、田中初、林、辻、勝尾、藤本、杉

村、高橋、的場、坂口、今井、亀高、松波、亀井、船江、野路、杉

森、橋本 

 

1. 山行案内  

 4 月 10 日(日) 公開山行 室生の山《鳥見山》           Ｌ勝尾 

4 月 17 日(日) 教育山行 座学（4/15）山行計画と装備  行先未定  L 藤本        

4 月 24 日(日) 例会山行 2 鈴鹿の山《岩ｹ峰～釈迦ｹ岳》       L 玉越           

2. 山行報告 

2 月 21 日(日) 例会山行 播磨の山＜明神山＞        L 田中悦 13 名 

2 月 22 日(月) 自主山行 琵琶湖北西部の山 ＜赤坂山～明王ノ禿＞L 藤本 3 名 

2 月 28 日(日) 鈴鹿の山 ＜霊仙山＞             L 的場 11 名 

3 月 6 日(日) 女性部山行 布引山地＜楊枝ｹ岳＞         L 今井 5 名 

3 月 11 日(金)夜発～13 日（日）自主山行 県連主催雪山登山学校第 4 回目の

補習山行奥美濃《大日ｹ岳》                Ｌ中武（労山）9 名（他会 1 名） 

 3 月 13 日（日）例会山行 鈴鹿の山＜綿向山＞        L 亀高 5 名 

 3 月 20 日（日）例会山行 大高の山＜桧塚奥峰＞       L 杉村 10 名 

 3. 連絡その他 

★ 県連関係の連絡 

 ・初級登山学校 2 名派遣・・・野路さん・中さん 

 ・雪山登山学校 4 名参加・・・藤本さん・杉川さん・玉越さん・今井さん 

 ・来期県連総会 2017 年 3 月 5 日の、当会からの評議員として高橋さん 

出席。 

 ・40 周年記念海外登山説明会・・・4 月 13 日（水）県連事務所 19：30 

分～ 

  参加希望者、興味のある方出席してください。 

 ・5 月 8 日「登山者の為の事故対応講習会」場所・・・矢田丘陵公園。小雨 

決行。 

★ 当会からの連絡 

・新特別基金について 

 個人山行でも計画書を提出する事により、新特別基金の交付対象となる。  

 計画書の提出先は山行管理者。 

緊急連絡先も、必要なら山行管理者に依頼できる。 

・6 月 5 日クリーンハイク（二上山～当麻寺）今回ゴミの収集は葛城市から 

の協         

   力は得られないので当会で処理する。 

  ・室内例会欠席の場合は、P/C のメールにて会長(島崎)、事務局長(橋本)の

両者まで連絡の事。 

山行の参加に関しては、直接リーダーに連絡の事。 
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   ・島崎さんからのお知らせとして、65 歳以上を対象としたプラチナクラブ

企画の説明あり。  

                             （記：橋本） 

 

   西大和山の会 第３５回定期総会 

 
[日 時] 2016 年 3 月 27 日（日）13：00～14：00 事務所 

[出席者] 都築・藤井・多賀・田中悦・島崎・田中初・林・辻・勝尾・ 

藤本・杉村・高橋・的場・坂口・今井・亀高・松浪・ 

亀井・船江・野路・杉森・橋本  

                                   

1. 開会 島崎 

2. 議長選出 議長 坂口 

3. 資格審査 登録会員 27 名中 22 名出席（委任状 5 名）で総会成立 

4. 第３４期活動報告について 

第３４期「自然保護部」活動について 

第３４期「教育部」活動報告について 

第３４期「会報部」活動報告について 

第３４期「女性部」活動報告について 

活動報告については、すべて挙手をもって承認される。 

5. 第３４期決算報告 

6. 第３４期会計監査報告 

  第３４期決算報告及び第３４期会計監査報告については挙手を

もって承認される。 

7. 第３５期活動方針（案）について 

  第３５期「自然保護部」活動方針（案）について 

  第３５期「教育部」活動方針（案）について 

  第３５期「会報部」活動方針（案）について 

  第３５期「女性部」活動方針（案）について 

  活動方針案についても、すべて挙手をもって承認される。 

8. 第３５期予算案について 

 予算案についても挙手をもって承認される。 

9. 役員選出 

  （会長）島崎 隆／（副会長）辻 康司、勝尾 栄美子／（事 

務局）橋本 紀子 

  （会報部）的場 喜義／（教育部）藤本 武司／（女性部） 

今井 雅代／（会計）杉村  

   好子／（会計監査）田中 初子 

10. 島崎会長挨拶 
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 ※ 資料 4 2016 年度 例会山行（教育山行）実施計画詳細一 

部訂正 

   6 月 19 日 夏山訓練山行 御在所 国見岳～藤内小屋に変 

   更 

※ 「会報部」活動方針 A ③項 補足説明・・・ 募集内容につ 

※  いては、運営委員会にて  検討する。 

（記：橋本） 
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